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なるという恐ろしい状況になってし辛つけど(笑)｡でも､食欲だけはあるんだよね｡つまり､そこには何か本質的なものがあるだろうと｡そして誰もやっていないし､じゃあ､やってみようじゃないかと｡｣(ホームページ｢リキテックスワールドへようこそ｣『アーティストの声』より引用)彼の作品は､一見明るく見えますが(実際､明るく楽しい要素も多分にありますが)､そこには現代社会に対する痛烈な批判が込められています｡食欲やあらゆる欲望の 僕くらいになると感じなく ても生きていける｡うんと である性欲や､時間的なものを追及する夢も含めての睡眠欲は､すでに美術の世界では殆どを占めているの｡性欲はなく では画期的にない｡例えば､もう一つの欲 のね｡特に美術の世界

間島領- 《ヌードル･,iT-イ3,

(1995)樹脂､粘土､アグノル､

ヒテオ内蔵テレヒ160×110cm

間島領一《ヌードル･カール》 (1995)樹脂､

粘土､アクリル､ヒテオ内蔵テレヒ160×112cm

ものが見出されていなかった

巨大なラーメンどんぶりの中に

どっぷり浸かって､食い入るようにテレビを見ながらラーメンを食べる全裸の男女｡
これは間島さんが1995年に

制作した《ヌードル･ボーイ》､《ヌードル･ガール》という作品です｡間島さんは食をテーマにした作品を数多く制作していますが､その動機を次のように語っています｡
｢人間が食べて生きていくという

ことがごく日常的になってしまっていて､そこにアlTィスティックな

ぬるま湯に胸までどっぷり浸かっているその姿は典型的な現代人が置かれている光景なのかもしれません｡

また､これらの作品は現代における
受動的な食のあり方への風刺を表しているようにも思われます｡どんぶりの中の男女は誰によって食べさせられているのでしょうか7自分で箸を持っていないのが不思議ですね｡

ところで､個人的にうどんバージョン
も見てみたい､と思うのはやはり讃岐人の性(さが)でしょうかー

[鈴木典子]

ETアンジェ美術館展知られざる西アフリカの美術展ギャラリ-トークを終えて

トークを始めて丸3年､ ｢アンジ工美術館

展｣では､サロン中心のアカデミックな

絵画と真っ向から向き合うこととなり
ました｡神話･宗教画･古代ギリシアを

偲ばせるような彫刻､そして優美なロココ

絵画｡今まで｢ロココ｣を｢倣惇な貴族

たちの煙びやかな

美術｣と否定的な

目で見ていた私
には､そこはかと

なく哀感漂う【雅

宴画･ワトー]との

出会いは鮮烈で
した｡ ｢悲しきピ

エロ｣ ､このイメー

ジを最初に作り
上げたのがワトー

だと知り､気難し

屋ワトーの優しい

眼差し､早世した

彼の人生をしみ
じみと思い遣りました｡また､シャルダン

ほか数人の画家によるよく似た静物画､

ところが本物を観ると遠い歴然､ ｢あな

たの絵にはまるで微風が流れているよ

うだ｣とシャルダンを絶賛した批評家の

言葉が実感でき､彼の描く｢もの｣の

日鑑賞旅行京都編目1･16】

高松からのバスは､京都に入ってから

渋滞に巻き込まれ約30分遅れて京都

駅に到着｡展覧会は午前中が空いて
いるという情報から､そろそろお腹の虫が

騒ぎ出す時間でしたが､そこはぐっと

がまんして先ず｢メトロが｣タン美術館展｣

(京都市美術館)へと直行しました｡

今では京都の町を我庭のように慣れ
親しんでいる元civiメンバー能勢さんの

後に続いて､ひらりひらりと牛若丸よろ

しく無駄のなし､動きで､おそらく最短距

離で､美術館に到着｡私たちは待つこと

なく､スルリと入場できましたが､その

少し後からはどっと押し寄せた入場者で

たちまち長い列が出来ていましたから

何ともラッキーでした｡

｢メトロポリタン美術飼展｣は｢ピカソと

エコール･ド･パリ｣の副題のとおり､

近代のフランス絵画を中心とした充実した

展示内容｡ピカソの作品が9点もあって
ピカソの画風の変遷を一望する事が

出来､ピカソはやっぱりすごい!と感動｡

また､モーリス･ドニの｢春｣の､柔らかく

淡い色使いが印象に残りましたo

京都市美術館を出ると地下鉄に乗って､

楽しみな昼食の場所へと移動｡ ｢半兵

艇｣という短い暖簾のかかった小さい

入り口を入ると意外に奥は広く落ち
着いた椅子席で､目もお腹も京都らしさを

堪能出来ました｡続いては､ ｢大レンブ

ラント展｣ (京都国立博物館)へo高松

市美では平成12年に｢レンブラント版

目新しい仲間を迎えて【2･1]

活動開始から3年半､clViに新たな仲

間が加わりました｡昨年末から年明け
にかけて､活動の更なる充実のため新

メンバー募集を実施し､ボランティア養

成講座受講生として来ていただくこと
になった10名のみなさんです｡2月1日

は養成講座の第1回目で､現メンバーと

の初顔合わせ｡お互い初対面にもかか

存在感に圧倒されました｡歴史画では

複数の画家が同じテーマを取り上げて
いることも多く､パズルを解くように

共通項を探す作業はなかなか楽しい時間

でもありました｡知られていない画家が

多いことから､トークの内容は画家よりも

作品の背景や物語に焦点を当てるように

努めました｡

年が明けると､今度はガラッと変わって

｢知られざる西アフリカの美術展｣ 0

｢どうして博物館でしないのだろう7｣と

思った私､まずこの考えこそが､最初の

誤りであることに気が付きましたo ｢プリ

ミテイヴ｣を｢原始的な､単純素朴な｣と

考えていたのですが､単純どころか

非常に複雑で知的な美術と出会い､

そもそも生活する大地のスケールが
余りにも遣うのだと､価値観の遣いに

樗然としました｡来館者の中に何と､

｢アフリカ旅行から帰ったばがノ.展示の

物と同じバクバ族の布を買って来ま

画展｣が開催され､

私たちもギャラ
リートークを行な

いましたが､油

絵と向かい合う
のは初めてなの

で楽しみにして

いました｡さすが

レンブラントの

肖像画､まるで

髪の毛の一本､

しわの一本まで

今にも動きだし

今回のメニューは'アツー･と驚くアートの晩ごはん｡

ア土アイスト･間島領一さんの《ヌードル･ボーイ》､《ヌードル･ガール》です｡
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主な活動

10･1しびの-と6号発行

1 1 ･1-12･8 ll ｢アンジェ美術館展｣ギャラリートーク

11116 8京都へ鑑賞旅行

2･1 Elボランティア養成講座受講生と

2･21-3･23　　初顔合わせ

□ ｢知られざる西アフリカの美術展｣

ギャラリートーク

した｡ ｣と言う方がおられ､まだ時差ぼけも

抜けないうちに早速足を運んで下さったの

がありがたく､逆にこちらが生のアフリカの

姿をトークして頂きたいと思いました｡

ギャラリー･トークの度に感じることですが､

緊張の時間のあと､来館者からの一言に

とても救われます｡聴いて下さる方あっての

私たち､気持ちの通うトークをしていきたいと

思います｡　　　　　　【池田幸子】

そうで､そのリアルな描写には驚かされ

ましたoエコール･ド･パリの画家達とレ

ンフラント､味わいの違う二つの美術展､

｢京都市美術館の前にて｣

京料理とともに充分な満腹感を感じな
がら家路につくことが出来ましたo

【石原ミエ子】

わらず､緊張もなく(私にはそう見えましたl)　　展｣からギャラリートーク等の活動を

和やかな雰囲気の中､自己紹介などを　　始める予定です｡更なるパワーアップを

行ないました｡新メンバーは6月までの　　　図るcjviの活動に請うご期待!

養成期間終了後､ 7月の｢ヘンリー･ムーア　　　　　　停船市美術館学芸員牧野俗二】
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≪色彩詩Chromatopolema(クロマトポイエマ)》

1972年高松市美術館蔵

この作品は館内に常設展示され
ている立体作品の一つだが､どこにあったかな-そう､エン-ランスホールの

東壁面に寄り添うように置かれ､一見目立たない｡だがよく見るとユニークである｡なぜ-金属と色ロープの組み合わせはめずらしい｡こんな疑問から飯田善図の世界をのぞいてみたD

彼の制作活動には4つの転機が

あった｡それは､①ルネサンスの巨匠､ミケランジェロへの傾倒､②現代彫刻家'ヘンリー･ムーアへの共感'③ポップアーティスト､リキテンシュタインの衝撃､④請人､西脇順三郎との共同制作である｡これら一つひとつの出会いが'抽象彫刻家､飯田善国の作品世界を形成しているのである｡
《十面体》は｢色ロープ｣が鑑賞者の

目を引くが'これは一体何を表わしているのだろうか-そのヒントは'先に述べた④の経験にある｡飯田は《色彩詰c h r 0 m a-0
p0-e m a(クロマ-ポイエマ)》と

いう作品において､西脇の詩に絵をつける作業を行なったが'その際'

26あるアルファベッ-を26の色彩に置き換えて､その色彩の帯によって詩の語句どうしを結んで見せた｡《十面体》は､この作業を立体化して見せたものなのである｡作品は上半分のSTAINLESS STEEL
(ステンレス･スチール)と'下半分の

LEAD(鉛)という二つの異なる物質からなるが､両者のスペルの中にはE､L'Aという共通したアルファベッ-が含まれており､それらが色ロープによって表わされているのである｡これらは'言葉を用いた遊びにも思えるが､作者によると､遊びの要素もあるがそれに終始するものでもないらしいoつまり'彼が行なっている異質なモノとモノとの間に横たわる関係性へのこだわりは､万物は見えない糸で結ばれている'という飯田の独特な世界認識から導き出されたものなのだそうだ｡

飯田の説明は難解で'正しく理解

しようとすると頭がクラクラしてくるが､作品を前に､遠ざかったり､近づいたりして見てみよう｡様々な幻想の世界が広がり'愛着のもてる作品である｡

[脊口淳子･牧野裕二]

C･IV･-が数見た-･-7
高松市美術館コレクション

プロiiェウトM

鑑賞って､なあーに?
美術館で鑑賞教育の必要性が叫ばれてから久しいです｡で､遅ればせながら､

高松市美術館でも昨年から《アートで遊ぼうl (作品を"じっくり見る"ための

鑑賞プログラム) 》とネーミングした鑑賞教育に取り組みはじめました｡全6回､

そのつど1 5名の小学3-6年生を募集しました｡

で､どんな行事をするにも広報宣伝です｡募集のチラシには､このような質問を

並べてみました｡

●あなたは､ひとつの作品を前に､どれだけ時間をかけて見ますか?

ちらつと見ただけ　　　　　　　　　ト　至急､参カロが必要ですll

l分間　　　　　　　　　　　　　　ト　ぜひぜひ参加すべきですl

カップラーメンができあがる時間ほど(3分間) l　参カロした方がいいかもネ｡

小学校の休み時間(10分間)　　　　ト　それって､ホントのはなし.ワ

それ以上　　　　　　　　　　　　　>　あなたのその見かたを教えに来てくださいr

みなさんの答えって､どれでした7大人の

方々にも聞いてみたいですよね｡よく展覧

会場で､作品は一瞥､でもキャプションや

作品解説を前にうなずいている人を見か

けますよね｡ ｢やっぱりピカソやなあ｡これっ

てマチスやったん｡ふむふむ～｣って｡かくゆ

う私も近いことをやっているときがあります｡

でも､これって鑑賞なの71権威や知識を

確認する作業に過ぎませんよね｡もちろん､

子どもたちにも先入観はあります｡でも

大人ほど､既存の価値に寄りかかれない分､

彼らは有名無名にあまり引っ張られること

なく作品に関われるようです｡

《アートで遊ぼう†》では､何はともあれじっ

くり作品を見るための訓練を繰り返します｡

泳げるようになるためには､まず水に顔つけ

が必要なように､作品を怖がらない訓練

です｡たとえば｢ゲームでアートを楽しも

うりの回では､マッチング(絵合せゲーム)

にチャレンジし､知らず知らずのうちに図像

解きを楽しみました｡ (マッチングの詳しい

やり方は､シヴイノート2号の池田幸子ボラ

ンティアによる記事を読んでね｡ )好き嫌い

ではなく､自分なりに作品と交信してみたい

ですよね｡方法はいろいろあります｡彫刻

作品のポーズを真似てみたり､絵の中に

物語を作ってみたり､同じテーマ(たとえば

食卓画)ばかりを比べてみて...とかね｡

美学的･美術史的な価値を身(=まとわなく

とも､自分自身の目で作品を楽しむことがで

きるようになりたい､つていうのは､ほんとうは

私自身の願望かもしれません｡

さて､これまでにたくさんの児童生徒たちが､

学校の先生に引率されて展覧会を見に
来てくれました｡その度､私たち学芸員は

彼らを美術館の裏側探検に連れ立ったり､

数点の作品を一緒に見て話し合ったりす
る機会を持ちます｡そうしたやり取りはとて

も楽しく刺激的なのですか､そのプログラ
ムが客観的に批評されてこなかったことに､

いつも不安が残りました｡個人として児童

生徒とのプロクラムの経験は増えていく

のだけど､美術館のシステムとしては蓄積

されていないのでは､という焦りですかね｡

実は､ ｢学校と美術館との連携｣が

声高にいわれ始めてからも長いわけです｡

が､ついに高松市美術貴官でも具体的に

始まったのです､ ｢学校と美術館との連携｣の

会が｡それは2月22日のことです｡小･中

学校の先生方を開催中の｢西アフリカの

美術展｣に招待し､山本学芸員による

小学5年生向けの模擬ギャラリートークを

体験してもらいました｡その後､意見交換

会を持ち､教育現場からの的確なアドバイス､

実直なリクエストをいただくことができました｡

(†亡しい中､参加くださった1 7名の県下の

先生､どうもありがとう日です｡ )

で､私の感想ですが､学校の先生って､

子どもの視点に立って発言されるのです､

ホントですよoそんなこと当たり前だっておっ

しゃる方もいるでしょうけれど､美術を

介しての教育を考えておられるそれぞれの

先生の熱意ってものが私たちにも伝わって

きました｡先生を交えての勉強会は､ぜひ

ぜひ定期的に続けていきたいって､強く思った

次第ですoこの火は消さない､つて誓った

わけです｡

もう一つ､宣伝です｡会に参加くださった

中に､滝浸催っていうハンドルネームで

美術のホームページを開いている先生が
いました｡ぜひ､アクセスしてみてくださいo

驚きです､感動でした｡そして楽しめます｡

http://www.venus.dtl ne JP/ーorthias/

artlndex htm (美術関連検索サイト)

【高松市美術館学芸員毛利直子]



▲収蔵庫平面作品の収蔵光景

それもその日の天候によってまめにチェックされています｡実は､梅雨時には版画作品は展示されていないことに､皆さんはお気付きでしたか?湿度が高いと､版画が波打ってしまうそうです｡

また､紫外線は作品を傷めるので､

ライトは美術館･博物館専用の紫外線カットの蛍光灯が使われています｡照度についても細かく設定され､展示されるときは作品ごとに照度計で

▲テジタル表示の

照度計と温適度書十

温湿度計湿度は内部にある
人間の毛髪の伸び縮みにより
測定されますo毛髪は外からも

見えるので､展示室で見かけたら
一度ご覧を

C-∨-と一緒に美術館を探索

してみませんか7今回は､並日段私たちが覗くことのできない舞台裏､作品の保管と修復についてご紹介しましょう｡

高松市美術館では､①戦後日本の
現代美術､②20世紀以降の世界の美術(版画)､③香川の美術(漆芸･金工)と三つの収集方針に基づいて収集をしていますが､人間にも汗っかきや暑がり寒がりがいるように､美術品もその材質によって適する環境に大きな差があり､収蔵品はそれぞれのジャンルによって分けられ､保管収蔵されています｡温度はいずれも20℃程度ですが､乾燥を嫌う漆芸晶は湿度60-65%｡逆に湿気を嫌う版画作品は湿度50-55%､その間をいく日本の現代美術は湿度55-60%に設定されています｡空調設備は地下の中央監視室で制御され､毎日点検を欠かさず､天候も考慮して調節しているそうです｡また､停電に備えて､自家発電の設備も整っています｡展示室では､その時々に応じて､除湿機や加湿器が設置されていますが､

確認の上､ライトの位置や強さを調節しています｡特別展の場合､展示環境は貸し出し側の指示に従いますが､大体油絵で200-300ルクス､紙や絹本の作品は100-150ルクス､特に光に弱い版画は100ルクス程度だそうです｡どうも暗いな､と思われたことがあるかも知れませんが､漆芸晶はさらに暗く80ルクス以下､それでも､常設展示室2の部屋は､来館者があるときだけ監視員の方が少し明るく操作してくれているそうです｡

さて､こんなにも手厚く保護され

ている美術品ですが､にもかかわらず､病気や怪我をすることがあり､そんなときはやはり治療が必要になります｡しみやカビ､紙が浮いたり､木が反ったり､また絵の具の剥離や亀裂､彫刻や漆芸晶の破損などなど‥･ここで登場するのが修復作業です｡保護だけでおっつかない場合の最終手段として言わば外科手術をするわけですが､高松市美術館でも毎年数点ずつ､必要度の高いものから､専門家に依頼して､作品を修復しています｡皆さん､昨年話題になった『冷静と情熱のあいだ』という映画をご覧になりましたか7主人公の竹野内豊掃する修復士が顕微鏡を覗きながら17世紀のアカデミックな油絵を修復していましたよね｡あの映画では､｢フィレンツェの街全体が世界中心の修復の工房である｣と二一弓ていましたが､日本ではまだまだ､修復士の数は少ないそうです｡

ところで､修復といえば､今年の

2月'ゴッホらしい作品｢農婦｣が実は本物だったと判り､1万円の値が6600万円に跳ね上がったと大騒ぎになりましたが､そこでも｢ゴッホの死後､加筆修復された｣と
報道されていました｡さて､ゴッホの絵を修復した人の意図は分かりませんが､真相やいかに7-･できればそんな探索もしてみたいものですね｡

[池田幸子]
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■GTの準備に追われ､原稿の締め切りに追われ､アフリカと日本の流れる時間の

差にため息o科学的近代化を人間の進歩だと錯覚している文明人(?)の悲しさを

思いましたo悠々と流れるrSHAKA ZULU by LADYSMITII BLACK

MAMBAZO』ぜひ､聴いてみて下さい｡　　　　　　　【池田幸子】

■今回の水上GTのアトム展､アトムを思い出す上でそれを見ていた頃の

幼い自分を思い出すとともに､今の自分を振り返ってみようという思いに

駆られました｡不思議な思いですo l石床亜希l

■時どき､ミーティングの際などに小さな赤ん坊を連れて参加してくれる
cIVlのメンバーがいますoにっこり笑ったりときには転んで泣いたり､何を

しても愛くるしいのですoお母さんは､子育てとcIVlの活動と､大変で

しょうが赤ん坊との出会いはなんともいえず心温まるひとときです0

【石原ミエ子】

美術館2003年度のラインナップ

●響● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●● ●●●● ●●● ●● ●●●●●

【特別展】
鉄腕アトムの軌跡展｢空想科学からロボット文化へ1 900･200X

4.7(月)～5.1 1 (日)

ベストコレクション展人間のイメージ廃
6.6(金)～6.22(日)

ヘンリー･ムーア展

7.25(金)～8.31 (日)

モーリス･ドニ展
9.12(金)～10.19(日)

船越桂展
10.31 (金)～12.7(日)

開館1 5周年記念玉稽泉谷展
2.27(塞)～3.28(日)

▲奈良美智≪Mllky Lake》 2001年

photo YoshltakaUchlda､
ノマディック工房

1舟越権≪遅い振り子》 1992年
東京都現代美術竜宮蔵

(損影-早川宏一)

【ア-卜で遊ぼう! (作品を｢じっくり見る｣ための鑑賞プログラム) 】

1対　　象:小学3-6年生

■定　　員:各15名(前･後期ともに申込制･先着順)

■時　　間:午前10時～11時30分

Il開催日内容:前期3回通し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後期3回通し

イアニメーションをつくろうrJ (仮称)

｢ミニ美術館をつくろう1｣ (仮称)

｢何に見えるかな?｣ (仮称)

【常設展】

現代美術と工芸

第1期4.7(月)～6.1 (日)

第2期6.6(金)～8.3(日)

第3期8.9(土)～10.19(日)

第4期10.25(土)～1.12(月･祝)

第5期1.17(土)～3.28(日)

10.4(土) �#���D���,�6�6ｨ+8/�*ｨﾖﾈ*h+ﾘ+�,h,(,C�2�ﾈ���

ll.15(土) �)Z夷ｨ/�,(*ﾘ.ｸ*B�2�ﾈ���

2.28(土) �(*ｸ-ﾘ.��ｹ$ｨ+8/�,�,�.ｸ*B�2�ﾈ���

*参加費無料､日時内容は変更する場合ありその他､冬休みにワークショップを開催予定

r･一･･と驚く上,1て川代｢--卜…･約.,売･ilとともに.川;こい1-い･∴+,たり　･''4･J→‥'-JH一'･一一` --...1'･=一.･･.-･.･ I.-..-.

まえだけど､なんとも不思議な感じo l鈴木典子】

J｢硯代アートは苦手TJの思い込みの壁を-･つ取り払った後の快さ｡
アートに関する小さな疑問にも当館図書室は宝庫｡　【谷口淳子】

■果たして､2003年4月7日生まれの子どもに､アトム(東都夢､阿斗露?)と
いった名前をつける親は現れるのでしょうか?妹が生まれたらウランちゃん?

【高松市美術館学芸員　牧野裕二】

■3月2日(日) ､美術館のエントランスホールでヤザキタケシさん(さぬき市志度

出身)のダンス公演があったo最近では特にフランスなど海外から招待が
続く､コンテンポラリーダンス界の注目のダンサーが､ ｢ONE WAY-｣という

新作を引っさげて登場o観客のイマジネーションを幾重にもかきたてる

舞台に､美術の可能性を重ねあわせた｡ブラボーl

【高松市美術館学芸員　毛利直子】

発行:高松市美術館

編集:cIVl　　デザイン:Y&Kデザイン坂田京子

お問いあわせ

◆ボランティア通信｢しびの-と｣ ､シヴィのギャラリ-トークに関するご意見･ご感想

◆本紙記事｢知っとった7美術館｣で取り上げてはしいもの

◆美術に関する素朴な疑問-etc

などがありましたら､郵送･ファックス･美術館内のアンケート等でお知らせください｡

シヴィの活動および､しびの-との紙面作りの貴重な参考にさせていただきますo

高松市美術館ボランティア係
〒760-0027香川県高松市紺屋町1 0-4 TELO87-823-1 71 1 FAXO87-851-7250

高松市美術館ホームページhttp仙ww clty takamatsu kagawa JP/kyoul ku伽nkabu/bzJyutu伽dex html

展覧会やワークショップの案内など､最新の情幸足を満載1いちど､のぞいてみてくださいr

利用案内

【開館時間】
火～金:9時30分～1 9時

土･日･祝日:9時30分～17時

(展示室の入室はいずれも閉館30分前まで)

【休館日】
月曜日(ただし､休日と重なる場合はその翌日)

年末年始(12月29日-1月3日)
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